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１．研究計画の概要 
日本人のような英語非母語話者に対する，

英語学習の補助的な教材の開発や英文書作
成支援システムの開発を行う際，言語資源
（データ）として Web上の英文書を利用する
ことは，その量および内容の豊富さから見て
非常に有望である．言語資源としては，母語
話者が書いた程度に良質な英文書（母語話者
文書）と非母語話者が書いた誤りや不自然さ
を含む英文書（非母語話者文書）双方が大量
に必要となる． 
本研究では，英文の質情報が付与された科

学技術論文コーパスの構築と公開，およびそ
の利用に関して，以下を行う． 
(1) Web 上から英語で書かれた大量の科学

技術論文を収集するシステムを作成す
る． 

(2) 品詞列の情報を基に英文書の英文の質
を高精度で推定するシステム（母語話
者性判別システム）を開発する． 

(3) 上記(1)のシステムを用いて，Web 上か
ら大量の英語科学技術論文を収集し，
上記(2)のシステムを用いて，英文の質
を推定し，英文の質情報付き英語科学
技術論文コーパスを構築する． 

(4) 構築したコーパスの著作権などを侵害
しない公開方法について検討する． 

(5) 得られたコーパスから非母語話者が犯
しがちな不自然な表現の収集，非母語
話者文書に固有の文法的・語彙的特徴
の抽出等を行ない，これらを公開する． 

 
２．研究の進捗状況 
(1) Web上からの論文収集システム 

個人 Webページで公開されている英語科
学技術論文を，Web 検索エンジンを用い
て収集する手法を考案した．２ヶ月間の
実働で，us ドメインから約６万，jp ド
メインから約２万の論文を収集した（ま
だ収集できる見込みである）． 

(2) 母語話者性判別システム 
Web 上から収集した 993 編の論文の英文
の質を英文校正会社に依頼して判定し
てもらい，開発した判別器の性能をこの
データを基に評価した．精度を重視する
ようにメタパラメタを設定したときの
母語話者判定に対する精度，再現率はそ
れぞれ 94%，25%であり，非母語話者判定
に対する精度，再現率はそれぞれ 92%，
22%であった． 

(3) コーパスの構築 
上記(1)(2)のシステムを組み合わせ，英
文の質情報付き科学技術論文コーパス
を構築するツールキットを作成した．こ
れを用いて，これまでに，約 14,000 編
の母語話者論文と約 3,100編の非母語話
者論文を取り出している． 

(4) コーパスの構築・公開に関する法的検討 
コーパス構築のための Web上の論文の複
製は，「私的使用のための複製」には該
当しないと考えられるため，著作権者の
許諾を必要とする．一方，著作権法の改
正（平成 22年 1 月に施行）があり，「情
報解析のための複製」などの権利制限が
盛り込まれた．検討の結果，情報解析を
行おうとする者が論文を収集すること
は，「情報解析のための複製」に該当す
ると考えられるが，収集して作成したコ
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ーパスを公開するには，やはり著作権者
に許諾を取る必要があると考えられる．
そこで，構築したコーパスを公開する代
わりに，上記(3)のコーパス構築ツール
キットを公開することとした． 

(5) コーパスを利用した研究 
現在のコーパスの規模では，不自然な表
現か否かを判定することは困難である
ため，代わりに，形容詞と名詞からなる
共起表現の形容詞の適切な代替候補を
提示する作文支援システムを構築し，英
語校正会社に依頼して作成した評価デ
ータを利用して性能評価を行い，実用化
に向けた検討を行った．また，非母語話
者文書に固有の文法的・語彙的特徴の抽
出も試行段階ではあるが進めている． 

 
３．現在までの達成度 
(1) Web 上からの論文収集システム：②（お

おむね順調） ∵ 進捗状況に示した通り． 
(2) 母語話者性判別システム：②（おおむね

順調） ∵ 進捗状況に示した通り． 
(3) コーパスの構築：②（おおむね順調） 

∵ 進捗状況に示した通り． 
(4) コーパスの構築・公開に関する法的検

討：②（おおむね順調） ∵ 進捗状況に
示した通り． 

(5) コーパスを利用した研究：③（やや遅れ
ている） ∵ 予定していた非母語話者固
有の文法的・語彙的特徴の抽出がまだ試
行段階であるため． 

 
４．今後の研究の推進方策 
まず第 1 に，以下の項目と並行して，英語

科学技術論文の収集を引き続き行う． 
母語話者性判別システムについては，精度

は高いものの再現率が非常に低い．これは，
英語論文は数十万規模で収集できると考え，
再現率を犠牲にして精度を高くしたためで
ある．より多くの論文を母語話者論文あるい
は非母語話者論文としてコーパスに含める
ことができるように，最終年度は，品詞列の
性質だけでなく，談話標識の分布などの特徴
も取り入れて，精度を落とさず再現率を向上
させる判別システムの改良を試みる． 
法的検討の結果，コーパスを構築するので

はなく，コーパス構築のためのツールキット
を公開するというように方針を転換したた
め，ツールキット公開に向けてマニュアル等
のドキュメントを整備する． 
構築するコーパスを利用した研究はやや

遅れている．最大の原因は十分な規模のコー
パスを研究分担者に提供することができな
かったためであるが，昨年度末までにある程
度の規模のコーパスが構築できたため，最終
年度は本格的な実験や検討に着手できるも
のと思われる． 

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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